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 和歌山県教育センター学びの丘における長期研修員研修は，今日的教育課題解決に資す

るため，教育に関する専門的・技術的事項について研修し，教職員としての資質能力を高

め，その成果を本県教育の充実に生かすことを目的として実施されている。述べるまでも

なく，教員は絶えず研究と修養に励み，その職責の遂行に努めなければならない。「研究」

とは，辞書によれば「物事について深く考えたり調べたりして真理を明らかにすること」

とある。「修養」とは「知識を高め，品性を磨き，自己の人格形成に努めること」とある。

今回，研修を「自己の専門性をより向上させるための研究と教員としての資質を広く高め

る修養の機会」として受けとめ，１年間研鑽を積むこととなった。  

研修は５つの段階が設定された（図参照）。まず研究では，第１段階（基礎期）に研究

に関する基礎基本を学んだ。第２段階（向上期）では研究計画立案や模擬授業等に取り組

み，第３段階（探究期）では所属校で授業研究を実施した。第４段階（充実期）ではデー

タ分析と研究発表を行い，第５段階（修了期）では研究成果物を作成した。次に，修養で

は，授業力・学校組織開発力・校内研修運営力の向上トレーニングが段階ごとに実施され，

学校におけるミドルリーダーの役割と行動について年間を通じて学んだ。加えて，センタ

ーが実施する多岐に渡る研修講座や指導主事等による「研修員研修」の受講や，所属校に

おける学校課題解決のための校内研修参加等を通して，幅広く教員としての力量向上を目

指してきた。  

長期研修員研修では，１年間を通してこれまでの実践を顧みる機会が設定されていた。

自覚しきれていなかった教育に対しての問題意識をじっくりとあぶり出し，自己の教員と

しての目指す姿をとらえることができた。  

研究では，問題意識に則り中学校国語科における課題を設定し，先行研究を洗い直して

理論と実践が合致する指導法のあり方を検討していった。そして，その指導法を実際に所

属校において研究授業を通して実践的に研究することで，いくつかの成果と課題を見出す

ことができた。修養においても，種々のトレーニングで学んだことがこれまでの経験とつ

ながり，今後自身が取り組むべき実践とそれを行うための見通しが見えてきた。例えば，

学校組織の特性を的確にとらえ，学校の状態を客観的に判断する視点や，組織の一員とし

て自身の役割を見極め，組織に貢献するという視点を得ることができた。４月から学校に

戻り，再び教壇に立つ上での大きな糧となった。   

なお，それぞれの課題に基づき年間を通して行った研究については，別途「研究報告書」

としてとりまとめることとする。  

 

段
階  

第１段階 

基礎期 

第２段階 

向上期 

第３段階 

探究期 

第４段階 

充実期 

第５段階 

修了期 

月  ４月～５月 ６月～８月    ２月～３月 

研 

究 

 
・研究テーマ，方向

性を設定し，第１

回報告会で発表 

 
・所属校での授業研究

に向けた単元計画，

資料等作成，模擬授

業 

 
・授業研究計画を第２

回報告会で発表 

・授業研究の実施 

 
・授業研究で収集した

データ分析 

・和歌山教育実践研究

大会で発表 

 
・研究報告書，資料

の作成 

・研究成果の普及 

修 

養 

 
■「授業力」・「学校組織開発力」・「校内研修運営力」向上トレーニング    

■専門性の向上を目指す研修講座受講  

■初任者研修，10 年経験者研修聴講  

■学びの丘指導主事等による研修員研修  

９月～11 月 12 月～１月 
 

所属校研修［所属校との連携・研修成果の還元］  

図 研修の概要 


